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磁性体に酸化鉄、テープベースに紙を用いた日本初の磁気録音用テープであ
る。家庭用として実用化されたが業務用途にも多く使用された。その後磁気
テープはフィリップス社がコンパクトカセットを開発するなど広く普及し、ソ
ニーが商品化した「ウォークマン」などのパーソナルデバイスにも応用され、
生活スタイルにも影響を与えた。録音だけでなく録画などアナログ・データ
（後にデジタル・データ）記録に加えて、デジタル情報の高密度保存のための
磁気テープなど、生活だけでなく社会基盤を支える応用につながる技術の始ま
りを証するものとして重要である。

一－イ（科学技術の発展の重要な側面及び段階を示すもの）
二－ハ（社会、文化と科学技術の関わりにおいて重要な事象を示すもの）


